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は
じ
め
に 

昨
年
１２
月
の
衆
議
院
選
挙
で
憲

法
改
正
（
改
憲
）
を
か
か
げ
る
議
員

が
多
数
当
選
し
た
。
朝
日
新
聞
（
１

月
２８
日
付
）
に
次
の
よ
う
な
記
事

が
載
っ
た
。 

「
衆
議
院
議
員
の
８９
％
が
改
憲

に
賛
成
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
議
員
が
全
体
の

７９
％
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
、
有

権
者
の
改
憲
賛
成
は
５０
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
議
員
と
有
有
権
者
の
間
に
大

き
な
開
き
が
あ
る
。
」 

開
会
中
の
国
会
で
安
倍
首
相

は
、
「
ま
ず
は
憲
法
九
十
六
条
の
改

正
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
繰
り
返

し
答
弁
し
て
い
る
。
現
行
憲
法
で

は
、
国
務
大
臣
に
対
し
て
「
憲
法
尊

２
月
２
日
、
人
権
問
題
研
究
集

会
が
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
の
全
体
集
会
で
は
小
畑

隆
資
実
行
委
員
に
よ
る
「
憲
法
破

壊
の
政
治
」
を
許
さ
ず
「
憲
法
を
活

か
す
政
治
」
を
め
ざ
し
て
の
テ
ー
マ

こ
の
集
会
で
、
格
差
問
題
、
雇
用
労

働
問
題
、
環
境
、
教
育
と
多
く
の
問

題
点
の
学
習
と
方
向
性
が
示
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
次
回

の
集
会
に
も
期
待
す
る
も
の
で
す
。 

河
井
伸
士 

の
命
で
亡
く
な
っ
た
。 

両
親
と
別
れ
中
国
大
陸
に
遺
棄

さ
れ
、
中
国
人
に
育
て
ら
れ
た
幼
子

が
中
国
「
残
留
日
本
人
孤
児
」
で
あ

る
。 日

本
の
軍
国
主
義
者
は
、
中
国
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略

戦
争
（
ア
ジ
ア
・太
平
洋
戦
争
）に
よ
っ

て
、
ア
ジ
ア
で
二
千
万
人
以
上
、
日

本
で
は
三
一
〇
万
人
の
人
命
を
奪
っ

た
。
私
の
弟
や
中
国
「
残
留
日
本
人

孤
児
」も
戦
争
の
犠
牲
者
で
あ
る
。 

私
は
一
九
四
六
年
一
〇
月
、
親
子

三
人
で
無
事
日
本
へ
帰
国
し
た
。
四

歳
で
あ
っ
た
。 

日
本
国
憲
法
は
、
こ
う
し
た
時
代

背
景
の
も
と
に
生
ま
れ
、
四
六
年
十

一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
、
四
七
年
五

月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
。  

日
本
で
の
生
活
は
、
憲
法
と
と
も

に
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
実
に
六
七
年
の
長
い
付
き
合
い
に

な
っ
て
い
る
。 

主
な
も
の
を
年
代
順
に
記
し
て
い

く
。
（
次
号
で
は
幼
稚
園
か
ら
大
学

卒
業
ま
で
） 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部 

 
 

 
 

事
務
局
長 

 

小
林
軍
治 

で
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

政
権
に
復
帰
し
た
自
民
党
が
、

「
日
本
国
憲
法
改
正
案
」
な
る
も
の

に
よ
る
、
危
険
な
動
き
が
話
さ
れ
ま

し
た
。 

午
後
か
ら
は
６
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
学

習
し
ま
し
た
。
私
は
第
６
分
科
会

「
平
和
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は

「木
村
式
自
然
栽
培
の
お
米
づ
く
り

に
つ
い
て
」で
し
た
。 

肥
料
も
農
薬
も
使
わ
ず
米
を
作

る
、
こ
れ
に
は
新
鮮
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
日
本
は
小
さ
な
国
な
の

に
世
界
一
多
く
の
農
薬
を
使
う
そ

う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
種
苗
会
社

の
利
益
を
守
る
為
に
、
農
家
が
種

を
採
取
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る

そ
う
で
す
。 

重
擁
護
義
務
」
（
九
十
九
条
）
を
定

め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
現
職
首
相

が
国
会
で
、
改
憲
を
明
言
す
る
の
は

極
め
て
異
例
で
、
看
過
で
き
な
い
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
は
、

「日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
九
条
を
生

か
す
道
」
と
の
立
場
で
日
中
友
好
運

動
を
進
め
て
き
た
。
今
後
も
た
と
え

国
会
で
は
少
数
で
あ
っ
て
も
、
草
の

根
の
運
動
を
通
し
て
国
民
と
結
び

つ
き
憲
法
を
守
り
、
生
か
し
、
世
界

に
広
げ
、
憲
法
改
正
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
に
一
層
の
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。 

「
日
中
友
好
新
聞
お
か
や
ま
」
の
紙

上
で
「
憲
法
へ
の
思
い
を
語
ろ
う
！
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
連
載
を
企
画
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
み

な
さ
ん
の
投
稿
を
期
待
す
る
。 

憲
法
へ
の
思
い
を
語
ろ
う
！ 

憲
法
と
と
も
に
歩
む
人
生
（
そ
の
１
） 

憲
法
が
生
ま
れ
た
時
代
背
景 

私
は
一
九
四
二
年
（
昭
和
一
七

年
）
九
月
、
旧
満
州
国
東
安
省
林

口
県
竜
爪
村
岡
山
日
の
出
屯
（
竜

爪
開
拓
団
・
現
在
の
中
国
東
北
地

方
）で
生
ま
れ
た
。 

四
五
年
八
月
～
一
〇
月
、
敗
戦

前
後
の
混
乱
の
中
三
才
の
私
は
、
臨

月
の
母
に
背
負
わ
れ
て
山
の
中
を

逃
げ
た
。
途
中
で
ソ
連
軍
の
捕
虜
に

な
り
、
収
容
所
を
転
々
と
し
一
〇

月
中
旬
に
ハ
ル
ビ
ン
の
花
園
小
学
校

に
い
た
。
そ
こ
で
七
月
に
現
地
召
集

さ
れ
た
父
と
再
会
し
た
。
こ
の
間
、

山
中
で
生
ま
れ
た
弟
は
１０
日
余
り

岡
山
県
地
域
人
権
問
題
研
究
集
会
２
０
１
３
に
参
加
し
て 

終
わ
り
と
始
ま
り 

沖
縄 

根
拠
な
き
負
担  

竹
内 

２
月
９
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
池

澤
夏
樹
さ
ん
の
論
説
が
の
っ
た
。 

一
読
し
て
「
そ
の
と
お
り
、
メ
デ

ィ
ア
の
ひ
ど
い
状
況
に
抗
し
て
、
よ

く
お
書
き
に
な
っ
た
。
」
と
感
激
。
沖

縄
の
４１
の
市
町
村
全
部
か
ら
首
長
、

議
長
、
県
議
百
四
十
人
が
上
京
し
て

訴
え
た
の
に
、
か
れ
ら
の
声
は
届
か
な

い
、
一
都
一
道
二
府
四
十
二
県
、
ま

た
本
土
の
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
は
こ
れ
を

完
全
に
無
視
し
て
い
る
。 

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
で
沖
縄
人
が
怒

っ
て
い
る
の
は
、
日
米
両
方
の
政
府

が
あ
か
ら
さ
ま
に
嘘
を
つ
い
て
い
る

か
ら
だ
。
沖
縄
の
子
供
た
ち
の
命
は

そ
こ
ま
で
軽
い
の
か
。
こ
れ
く
ら
い
の

負
担
は
当
然
、
と
い
う
思
い
込
み
が

一
都
一
道
二
府
四
十
二
県
の
側
に

あ
る
。 

以
上
抜
き
書
き
で
す
。 

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

２
月
２１
（木
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

末
」
と
い
う
船
越
さ
ん
の
言
葉
が
心

に
し
み
、
私
が
日
本
語
教
室
を
始

め
た
原
点
も
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た

ん
だ
と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

成
田
宣
子 

と
だ
っ
た
。
「
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど

に
？
」
と
の
記
者
の
問
い
に
船
越
さ

ん
は
「
こ
れ
が
戦
争
の
後
始
末
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」
と
答
え
ら
れ

て
い
た
。 

 

偶
然
に
も
、
そ
の
日
の
午
前
、
私

は
高
島
日
本
語
教
室
で
、
残
留
孤

児
の
高
杉
さ
ん
を
囲
ん
で
お
話
を

し
て
い
た
。
残
留
孤
児
裁
判
を
闘
っ

て
来
ら
れ
た
高
杉
さ
ん
は
、
「
今
の

支
援
法
で
は
、
も
し
残
留
孤
児
の
夫

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
奥

さ
ん
へ
は
何
の
支
援
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
主
人
が
な
く
な
っ
て
大
変
苦

労
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
私
た

ち
残
留
孤
児
に
と
っ
て
一
番
の
恩
人

は
養
父
母
で
す
が
、
次
に
大
事
な

恩
人
は
配
偶
者
で
す
。
そ
の
配
偶

者
が
も
し
何
か
が
あ
っ
て
も
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
と
、
今
政

と
ん
ど
話
せ
ず
地
域
の
人
と
の
交

流
も
な
く
、
テ
レ
ビ
を
見
て
一
日
過

ご
す
こ
と
が
多
い
そ
う
で
、
少
し
恥

ず
か
し
そ
う
に
「
さ
び
し
い
」
と
つ
ぶ

や
く
画
面
の
Ｔ
さ
ん
は
あ
の
頃
の
ま

ま
だ
っ
た
。 

岡
山
市
の
自
立
支
援
員
と
し
て

Ｔ
さ
ん
を
訪
問
し
、
相
談
に
の
っ
て

お
ら
れ
た
の
は
船
越
美
智
子
さ
ん
。

手
弁
当
で
通
訳
や
帰
国
者
の
住
ま

い
・
職
探
し
に
長
年
奔
走
さ
れ
て
き

た
と
い
う
船
越
さ
ん
も
す
で
に
８４

歳
だ
そ
う
だ
。 

３４
年
に
及
ぶ
支
援
活
動
の
原
点

は
自
身
も
中
国
帰
国
者
と
い
う
こ

１
月
２９
日
の
夕
方
、
何
気
な
く

見
て
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
、
特
集

『
高
齢
化
に
悩
む
中
国
残
留
孤
児
』

が
放
映
さ
れ
た
。 

そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
女
性

を
見
て
驚
い
た
。
は
な
ち
ゃ
ん
の
お

母
さ
ん
だ
！ 

残
留
孤
児
で
あ
る
ご
主
人
と
と

も
に
日
本
に
帰
国
さ
れ
て
間
も
な

い
頃
、
出
会
っ
た
Ｔ
さ
ん
だ
っ
た
。

「
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
気

に
な
る
ま
ま
に
時
が
過
ぎ
て
い
た
。

聞
け
ば
２
、
３
年
前
に
ご
主
人
を
亡

く
さ
れ
、
現
在
は
団
地
で
一
人
暮

ら
し
と
い
う
。
い
ま
だ
日
本
語
が
ほ

来
た
ば
か
り
の
技
能
実
習
生
や
、

来
日
６
年
の
家
庭
の
主
婦
や
、
９
年

の
博
士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

来
日
５
か
月
の
王
楽
さ
ん
の
話
が

印
象
的
で
し
た
。 

日
本
語
が
ま
だ
上
手
と
は
言
え

な
い
が
、
彼
女
の
明
る
さ
と
、
将
来

の
た
め
一
生
懸
命
頑
張
る
姿
勢
に
、

感
動
を
受
け
ま
し
た
。
「
将
来
は
力

強
い
人
に
な
り
、
親
孝
行
を
し
た
い

で
す
」
。
彼
女
は
最
後
に
こ
う
言
い

ま
し
た
。 

次
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
軽
快
な

雰
囲
気
の
中
で
進
み
し
ま
し
た
。 

中
国
人
が
日
本
語
の
歌
、
日
本

人
が
中
国
語
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。  

日
本
人
の
カ
ラ
オ
ケ
店
経
営
の

谷
美
由
紀
さ
ん
は
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
の

「
情
人
的
関
懐
」
を
披
露
し
ま
し

た
。
さ
す
が
カ
ラ
オ
ケ
の
店
長
さ
ん

で
す
ね
と
皆
は
感
動
し
ま
し
た
。 

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
の
参
加
で
、
感

じ
た
こ
と
： 

日
本
に
た
く
さ
ん
の
中
国
人
が

い
ま
す
。
中
国
好
き
の
日
本
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。 

彼
た
ち
は
日
中
友
好
の
架
け
橋

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
も
日
本
と
深
い
縁
が
あ
り
ま

す
。
日
中
友
好
の
た
め
、
微
小
で
も

良
い
が
、
私
な
り
の
力
で
貢
献
し
て

い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 37  
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ヨツガナのこと 

A： 前回の拍数の言語による差には、おどろいたな。オと

ヲはおなじ拍というのは、そのとおりだと思うけれど、

わりきれない。字＝音は、まちがいなんだな！ 

B： むかしはエとヱ、イとヰなど、ちがった音だったの？ 

《そうだよ》 

C： ジとヂ、ズとヅがいっしょになったのは、いつごろの

ことですか？ 

《江戸時代に『蜆縮涼鼓集』(元禄８年、1695)ケンシュクリ

ョウコシュウという書物がある。発音のことを書いた本で、

シジミとチヂミ、スズミとツヅミの区別を教える本。富士

はフジ、藤はフヂで区別があったが、いまは、もうないだ

ろう。土佐方言に残っていたらしいが。方言の生き証人が

いなくなるのは残念だ。ローカル放送など、もっと方言を

出した方がいいと思うが》 

つづく 

日
本
語
教
室
の
原
点
を
知
る 

 

─
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
て─

 

湯原温泉でスッポン料理 
 

１月１７日医療生協瀬戸支部の仲間７人で湯原温泉

の郷緑館にスッポン料理を食べに行きました。 

まず最初にスッポンの血の入った食前酒が出ます。 

続いてスッポンの卵、スッポンのえんがわ、あえもの、そ

して刺身、スッポン鍋と熱燗のお酒をいただきながら、

最後は雑炊です。そのうまいこと思わず余計に食べて

しまいました。 

外は雪が降りはじめ、雪景色の美しいこと。その後、

この宿の天然岩盤から湧き出る秘湯で温まりました。 

帰りは積雪のために湯原温泉郷を出るまでに往生し

ました。 

日中岡山理事  河井伸士 

２
０
１
３
年
春
節
パ
ー
テ
ィ
に
参
加 

黄 

艶
萍 

い
つ
も
新
聞
を
お
送
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
旧
正
月
は
、
日
本
で
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
１
年
後
日
本
に
戻

り
、
総
理
大
臣
が
変
わ
っ
た
こ
と
以

外
、
感
じ
た
変
化
が
少
な
い
で
す
。 

日
本
に
い
る
旧
正
月
の
日
に
、
岡

山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
春
節
の

祝
い
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
ま
し
た
。 

パ
ー
テ
ィ
は
、
日
本
語
弁
論
大

会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選
会
な
ど

た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
、
２
０
０

人
以
上
の
在
日
中
国
人
・
日
本
人

が
参
加
、
賑
や
か
で
し
た
。 

弁
論
大
会
の
参
加
者
の
中
に
、

府
に
対
し
て
運
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
」と
熱
く
語
ら
れ
た
。 

支
援
員
の
船
越
さ
ん
の
こ
と
も

話
題
に
な
っ
た
。 

高
杉
さ
ん
の
お
話
と
テ
レ
ビ
の
内

容
と
あ
ま
り
の
偶
然
に
驚
き
、
且
つ

う
れ
し
か
っ
た
が
、
「戦
争
の
あ
と
始


